
 

 

 

 

 

発注機関 鹿児島県土木部 

施工場所 鹿児島市 

竣工年 2006 

特徴 

極めて風化したシラスが分布し、本来 90 度で切土しても

崩壊しないシラスが、1：0.3 の勾配で円弧型崩壊を発生

させていた。法面の中腹から上は、N値=0～1である。100

ｍ程度の区間に法面侵食も含め変状は認められず、斜面

はその後安定している。 

 

 

 

 

 

 

発注機関 鹿児島県土木部 

施工場所 鹿児島県種子島 

竣工年 2006 

特徴 

黄鉄鉱を含みかつ 30 秒で泥になる高スレーキング性泥

岩が分布し、モルタル斜面は膨らみ、下部の水路は押さ

れて閉塞していた。崩壊は進行しており大崩壊も懸念さ

れる状況であった。施工後は、安定している。 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 鹿児島県土木部 

施工場所 鹿児島県南さつま市 

竣工年 2006 

特徴 

石英斑岩の切土斜面に、法枠工が施工されていた。豪雨

で斜面が急速なクリープ変位を起こし、斜面全体が変形

した。一部の法枠は破損し、小段には 5 ㎝程度開口した

割れ目が出来ていた。 

補強土工を実施すれば、法枠は不要であるが、法枠撤去

に費用が掛かり迂回路が無い道路の通行止めが必要なこ

とから、法枠を残したまま、内部空間に斜めにⅬⅬ補強

土工を施工しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 鹿児島県土木部 

施工場所 鹿児島県南さつま市 

竣工年 2010 

特徴 

風化花崗岩の地山が変形し、既設の法枠工に破断や割れが

生じていた。このため、既設の法枠を活かしながら、法枠内

部の空間にⅬⅬ補強土工が適用された。施工後の斜面は植

生に被覆されている。 

 

発注機関 鹿児島県土木部 

施工場所 鹿児島県奄美市 

竣工年 2015 

特徴 

砂防ダムの袖部で、非常に風化した砂岩頁岩の互層があり、

地形判読では小規模な崩壊土塊もある現場である。 

ⅬⅬ補強土工が適用された。施工後の斜面は植生に被覆さ

れている。施工性を改善した PN型が施工された。法枠内の

鉄筋の組み立ては、法面では無く平地で行い補強材打設後

に法面にセットされた。このため、作業性が改善された。 

 

発注機関 大分県土木部 

施工場所 大分県臼杵市 

竣工年 2019 

特徴 

砂防ダムの取り付け道路の岩盤が極めて風化しており、道

路開通後の斜面崩壊が懸念された。「法枠+補強土」に比較

し、工期を短縮できる点も採用の理由であった。 

 

 

砂防ダム袖部の崩壊対策 

PN 型のエルック型枠組立 



 

 

 

   


